










2. 京都時代

2.1 学生時代

1977 年 4 月、京都大学工学部交通土木工学科に入学しました。4 年生までは神戸岡本の自宅か

ら通っていました。 阪急十三で京都線に乗り換えて四条河原町まで行き、バスで東一条又は百万

遍で降ります。 今のようなオーバー ツ ーリズムの時代ではないですが、京都の市バスは当時も混

んでいました。 神戸から 2 時間近い通学時間です。 また、東大路通にはまだ市電が走っていて受

験の時も国鉄京都駅から市電に乗っていました。 東大路通を含めて四方を囲むように走っていた

最後の市電も 1978 年 10 月に廃止されました。

当時は、1, 2 年生が教養課程で、3, 4 年生から工学部の専門課程が始まります。教養課程では

「語学と体育だけは落とすと大変なことになる」というのが常識で、 それらの授業には真面目に

出ていました。 しかし、他の科目、 とくに数学や物理学などは高校の時とは全く違う学問のよう

で、 すぐに落ちこぼれてしまいました。 教員も学生にわからせようとしていたとはとても思えま

せん。 京大の教養課程はそういう場所でした。 ごく一部の真面目で理科系センスのある学生だけ

が理解し、 そのノートをせっせとコピーさせてもらい、 試験では全く適当なことを書いてなんと

か単位だけは取っていました。 教養の文系科目には有名な先生がたくさんいて、それらの授業は

それなりに面白かったです。 でもどんどんとサボる方の引力に引き寄せられて、 全くダメな学生

になっていきます。

まずはまってしまったのが麻雀。 当時の学生の必修科目です。 小さいころから家庭麻雀をやっ

ていましたので、 すぐに参戦できたのですが、 1 年の夏ごろには浪人時代から相当やってきたの

ではないかと思われるつわものが何人も現れて、収支はだいぶマイナスだったような気がします。

教養授業の教室で4人そろえばそのまま雀荘に行く、体育の授業が終われば雀荘に行く、という

感じで京大の周りにはたくさんのアリ地獄のような雀荘が待ち受けていました。 当時の学生のも

う一つの必修科目であるパチンコにははまりませんでした。 当時は手打ちの最後の時代でバネの

加減で天釘を目指して打つ風情はありましたが、 数回やってやめてしまいました。

部活は、高校時代から「大学に入ったら軽音に入ろう」と決めていました。 家族に音楽の素養

があるものは誰もいなかったのですが、私が中学に入学したときになぜか母が電子オルガンを買

ってきて弾けというのです。 もちろんピアノなど習ったことはありません。 初心者向けの教則本

を買ってきて自己流でポップスなどを弾いていました。 でも本当にやりたかったのはドラムスで

す。 小学校の高学年がビートルズの末期で、 ラジオから Hey Jude などがしょっちゅうかかって

いました。 そのころ日本はグルー プサウンズ時代で、 阪急西宮球場の隣に住んでいた時のザ・ タ

イガースの公演時の女性のすさまじい歓声が耳に残っています。 そんな時代のロックドラムのオ

カズが好きで、 口で真似をしていました。 中学生のときにとうとう手製のなんちゃってドラムセ

ットを作りました。 お歳暮でもらう砂糖缶の上に分厚いビニ ールを張ってタムタムにし、 ティッ

シュペーパーの箱を裏返してスネアドラムの代わり、 したのはシンバルで扇風機の前面のグ
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